和文原稿用テンプレート使用方法説明

　このテンプレート（雛形）は，日本食品工学会誌に投稿する和文原稿（原著論文，技術論文，総説，解説，ノート）の作成に利用されることを意図して作成したものである．

　余白，行間，行番号の挿入等は，予め設定されているので，変更しないこと．

　本説明のページを除き，５つのセクション（表紙，英文要旨，本文，記号説明，引用文献・引用URL）で構成されている．本説明のページ及び不要なセクション，項目は適宜削除して用いること．

　テンプレート中の説明文等は，投稿前に上書き，又は削除すること．

　テンプレート中にない原稿執筆上の留意点については，日本食品工学会誌に掲載された投稿規定，原稿執筆の手引きを参照のこと．なお，これらは，学会ホームページの下記リンクから閲覧及びダウンロード可能である．

投稿規程
原稿執筆の手引き
1 ランニングタイトル（１５字以内）

2 題名（一般に用いられる以外の略号は使用しない）

3 著者名（右肩の数字で所属と対応させる，責任著者の右肩所属番号の後に「†」を付す）

4 所属（研究機関）と所在地（郵便番号と住所）

5 英文題名

6 英文著者名（右肩の数字で所属と対応させる.責任著者に「†」を付す）

7 英文所属（研究機関）と所在地（郵便番号と住所）

8 責任著者（著者名欄に上付き「†」で示す）の連絡先（Fax番号およびE-mailアドレス）

英文要旨

英文要旨をここから始める．

（原著論文，技術論文，総説，解説は200語以内，ノートは150語以内）

Keywords:（英文要旨の後，１行開けて英語で5語以内）

　ここから本文（緒言，理論，実験，結果，考察，結論，謝辞等）を始める．大，中，小見出しには以下のように番号を振る．見出し語の末尾にピリオドは付さない．
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　図表は原則として本文中に，Fig. 1, Table 1等として，英文の表題，説明とともに挿入する．印刷時に，図表は1段，若しくはフルページ幅に収まるよう縮小されるので，下記を参考に，見やすい文字の大きさ，線の太さ等を考慮して作成のこと．

Nomenclature
記号説明（英文）を設ける場合は，ここから始める

以下の例を参考にされたい

Cp 
: isobaric heat capacity, J·mol−1·K−1
T 
: absolute temperature, K 

Vm 
: molar volume, m3·mol−1
α 
: thermal expansion coefficient, K−1
κT
: isothermal compressibility, Pa−1
ρ 
: density, kg·m−3 
References
以下の例に従い，引用文献リストをここから始める．

英文論文

1) A. B. Smith, C. D. Johns; Microwave drying effects on properties of edible films. Int. J. Food Eng., 19, 234-238 (1998).
英文成書（単行本）

2) A. B. Smith; “Thermophysical properties” vo1.3, C. D. Jones ed., JSFE Press, 1999, p. 345.
英文タイトルを持つ和文論文

3) T. Nihon, J. Tokyo, S. Tsukuba; ”Thermal conductivity of meat and fish meal” (in Japanese). Japan J. Food. Eng., 1, 123-127 (2000).

英文タイトルを持たない和文成書（単行本）

4) K. Hashimoto; “Reaction Engineering (Hannou Kougaku)”, Baifukan, Tokyo, Japan, 1984, p. 224.
URLs cited
引用URLがあれば，以下の例に倣ってリストをここからはじめる.

i) www.tokyo-u-fish.ac.jp/home/fenet/ (Nov. 21, 1999)
和文要旨

和文表題：

著者名：

　ここから，研究の意義，目的，結果，結論を400字以内（ノートは300字以内）で記す．図表は引用しない．

フルページに印刷する図表の最大幅（168 mm）





1段に印刷する図表の最大幅（72 mm）
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